
－ １ － 

事業者システム（１９年４月）について 

 

１．主な制度改正等について 

   ・社会福祉法人軽減制度の廃止 

   ・就労継続支援Ａ型減免の対応 

 

２．各画面上の変更点について 

 

（１）対象者画面の変更点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・項目追加 

  ・食事加算該当有無情報の追加（食事加算対象となる介護給付･訓練等給付サービス） 

   →受給者証に（Ⅱ）の（三）面に「食事提供体制加算 該当」と記載がある場合チェックする。 

・就労継続支援 A 型情報の追加（就労継続支援Ａ型） 

 →雇用形態と A 型減免額を入力する。 

・移動支援２人派遣可否情報の追加（移動支援） 

 →受給者証に「2 人派遣」の記載がある場合、チェックをする。 

・項目削除 

・社福軽減措置（軽減有無、軽減後上限月額）の削除 
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（２）提供実績管理画面の変更点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜共通＞ 

・項目削除 

    ・社福軽減系項目の削除 

  ・各種機能ボタンの追加 ※詳細は追加機能参照 

    ・末日までコピーボタン （全サービス） 

    ・土日削除ボタン    （短期入所以外） 

    ・計画→実績ボタン   （居宅介護、重度訪問、行動援護、児童デイ） 

    ・行削除ボタン     （全サービス） 

    ・初日作成ボタン    （施設入所系サービスのみ） 

    ・外泊設定ボタン    （施設入所系サービスのみ） 

    ・食費削除       （施設入所系サービスのみ） 

    ・参照作成       （施設入所系サービスのみ） 

    ・実費確認       （施設入所系サービスのみ） 

  ・派遣人数の初期表示 

    ・派遣人数に「１」を初期表示します（居宅介護、重度訪問、行動援護） 
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＜２人派遣＞移動支援 

対象者画面の移動支援２人派遣が無の場合 利用形態＝２は選択できません。 

 

 

 ＜特別対策費追加＞  

生活介護、施設入所支援、宿泊型自立訓練、自立機能訓練、自立生活訓練、就労移行支援、就労

養成施設、就労継続支援 AB、旧法施設入所通所 

 

請求算定ボタンを押下後に、日＝00、特別対策費を選択、単位数と数量を入力し、登録ボタンを押

下する。※特別対策費を入力後、再度、「請求算定」ボタンを押下すると特別対策費のサービスコー

ドは削除されますのでご注意ください。 

 

＜食事提供加算＞ 

生活介護、短期入所、宿泊型自立訓練、自立訓練（機能訓練・生活訓練）、 

就労移行支援(養成施設含む)、就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）、 

旧法施設サービス（通所更生・通所授産・通所療護）、通勤寮 

 

食事提供加算に１を入力しても、対象者画面の食事提供体制加算が“有”になっていない場合は、

食事提供加算のサービスコードは算定されません。 

 

＜入院外泊加算＞ 

施設入所支援、旧法施設入所（通勤寮除く） 

  入院外泊加算の請求の上限が、５日までから７日までに変更。 
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（３）請求明細画面の変更点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・項目追加 

 ・A 型減免（計算有無、雇用形態、A 型減免額）対象者画面の情報を初期表示 

 ・年月日入力ボタン（対象者画面でしか入力できませんでしたが、明細画面でも入力できる

ようにしました。） 

 ・A 型減免後利用者負担額 

 ・A 型減免額 

 ・決定利用者負担額 

 ・特別対策費 

  ・項目削除 

    ・社福軽減関連（社福軽減有無、社福軽減基準額、社福軽減額、軽減後利用者負担額、調

整負担額短期） 

 

入力方法は特に変更ありません。 
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（４）事業者メンテナンス画面の変更点 

 

 

 

・項目追加 

  ・就労継続 A 型減免有無 

・項目削除 

  ・社福軽減有無 

 

入力方法は特に変更ありません。 
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３．追加機能について 

 

（１）メニュー画面  

・「受給者番号」および「提供年月」の指定機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー画面であらかじめ受給者番号とサービス提供年月を指定しておくと、各画面（対象者画面、

契約画面、提供実績画面、請求明細画面）にて受給者番号、サービス提供年月を指定する必要が

なくなります。例えば上の状態で、請求明細画面を開くと、以下のように受給者番号と提供年月を初

期表示します。 
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（２）実績記録管理画面 

 

①各種機能ボタンの追加 

 

○居宅介護、重度訪問、行動援護、児童デイ 

 

 

○施設入所系サービス（旧法入所施設サービス、施設入所支援） 

 

 

 

 

 

○その他（短期入所、日中活動系サービス、移動支援、地域活動支援 等） 

 

・ 末日まで ・・・コピーボタンを末日まで繰り返します。 
・ 初日作成 ・・・事業者メンテナンス画面で登録されている食費、光熱

費等を１日目だけ初期表示します。 
・ 外泊設定・・・登録されている全ての土日の外泊を設定します。 
・ 食費削除・・・登録されている土日の食費を削除します。 
・ 参照作成・・・他受給者の実績記録票をコピーします。 
・ 行削除・・・選択した行を削除します。 
・ 実費確認・・・入力されている実費について回数･金額等を集計表示します 

・ 末日まで ・・・コピーボタンを末日まで繰り返します。 
・ 土日削除 ・・・土日の実績情報を削除します。 
・ 行削除・・・選択した行を削除します。 

・ 末日まで ・・・コピーボタンを末日まで繰り返します。 
・ 土日削除 ・・・土日の実績情報を削除します。 
・ 計画→実績・・・チェックをつけた状態で入力すると、計画欄から実績

欄に値がコピーされます。 
・ 行削除・・・選択した行を削除します。 
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（３）データベースのバックアップ 

 

バージョンアップ版をダウンロードした際に、誤ってデータベースファイルを上書きしてしまう等の

際の被害を最小限に抑えるための機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースのバックアップボタンを押下するとメッセージが表示されますので、「はい」を押下しま

す。 

 

 

 

以下のメッセージができて OK ボタンを押下する。 

 

バックアップファイルが作成されます。 
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・「バックアップファイル名に日付を付与」することで複数の時点のデータをバックアップすることが

できます。 

・日付を付与しない場合、前回のバックアップファイルがリンク先のフォルダにある場合、そのバッ

クアップファイルは上書きされてしまいます（バックアップファイル名が同じになるため）。 

・作成されたバックアップファイルには、通常のファイル名の後に続けて、「＿」（アンダーバー）と

「Ｂａｃｋ」と「日付」が付きます（日付を付与した場合）ので、バックアップファイルを使用する場合

は、事業者システム 200704 フォルダ内にある「W_D_FSD200704」ファイルを削除し、バックアップ

ファイル名の「＿」（アンダーバー）と「Ｂａｃｋ」と「日付」を削除してから使用してください。 

手順例：①「W_D_FSD200704」を削除する 

②「W_D_FSD200704_Back070420.mde」（※070420 はバックアップをした日付が入る

ためファイル名はそれぞれ異なる）を右クリックして「名前の変更」を選択し、

「W_D_FSD200704」とする。 

③通常通り事業者システムを立ち上げる。 

 


